
(57)【要約】

　【課題】　超音波の送受波におけるドプラ効果を利用

して生体内の状態を画像表示する際、超音波探触子の振

動の影響を除去できるようにし、特に、超音波探触子の

振動の影響を大きく受ける低速の血流に係る血流情報の

測定を正確に行うことを可能とする。

　【解決手段】　超音波探触子１の筐体となるハウジン

グ３に固定して設置されており、超音波の送受波となる

音響素子２の振動を検出するために、ハウジングに振動

検出部４を設置する。音響素子の振動は、音響素子と共

に振動するハウジングの振動として振動検出部によって

検出され、ケーブル５及びコネクタ部６を介して超音波

診断装置に供給される。超音波診断装置では、超音波受

信信号から、振動検出部によって検出された振動成分の

除去が行われる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 供 給 さ れ る 電 気 信 号 に 応 じ て 超 音 波 の 送 波 を 行 う と と も に 、 受 波 し た 超 音 波 を 電 気 信 号
に 変 換 し て 出 力 す る 音 響 素 子 と 、
　 前 記 音 響 素 子 を 相 対 的 に 固 定 し て 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 音 響 素 子 と 共 に 振 動 す る 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 振 動 を 検 出 す る 振 動 検 出 手 段 と を 、
　 有 す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 供 給 さ れ る 電 気 信 号 に 応 じ て 超 音 波 の 送 波 を 行 う と と も に 、 受 波 し た 超 音 波 を 電 気 信 号
に 変 換 し て 出 力 す る 音 響 素 子 と 、 前 記 音 響 素 子 を 相 対 的 に 固 定 し て 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ と
、 前 記 音 響 素 子 と 共 に 振 動 す る 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 振 動 を 検 出 す る 振 動 検 出 手 段 と を 有 す る
超 音 波 探 触 子 と の 間 で 、 前 記 電 気 信 号 の 送 受 信 を 行 う 送 受 信 手 段 と 、
　 前 記 振 動 検 出 手 段 に よ る 前 記 振 動 の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 超 音 波 に 係 る 受 波 信 号 を
補 正 す る 振 動 フ ィ ル タ 手 段 と 、
　 前 記 振 動 フ ィ ル タ 手 段 に よ る 処 理 後 の 受 波 信 号 か ら ド プ ラ シ フ ト 信 号 を 検 出 す る ド プ ラ
シ フ ト 信 号 検 出 手 段 と 、
　 前 記 ド プ ラ シ フ ト 信 号 を 超 音 波 ド プ ラ 画 像 と し て 表 示 す る た め の 画 像 信 号 を 生 成 す る 画
像 信 号 処 理 手 段 と を 、
　 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 振 動 フ ィ ル タ 手 段 が 、 前 記 振 動 検 出 手 段 か ら 検 出 さ れ た 前 記 超 音 波 探 触 子 の 振 動 信
号 を 積 分 し て 前 記 超 音 波 探 触 子 の 移 動 量 を 検 出 す る 積 分 器 と 、 前 記 積 分 器 に よ っ て 検 出 さ
れ た 前 記 超 音 波 探 触 子 の 移 動 量 に 基 づ い て 、 前 記 超 音 波 に 係 る 受 波 信 号 を 補 正 す る 補 正 器
と に よ り 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 の 送 受 波 に お け る ド プ ラ 効 果 を 利 用 し て 、 生 体 内 の 状 態 を 観 察 ・ 診 断
す る た め の 超 音 波 探 触 子 及 び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 送 受 波 し た 超 音 波 の ド プ ラ 効 果 を 利 用 し て 生 体 内 の 血 流 情 報
の 画 像 表 示 を 行 う も の で あ り 、 特 に 、 体 動 成 分 と の 選 別 が 難 し い 低 速 の 血 流 に 係 る 血 流 情
報 の 測 定 を 可 能 と す る も の と し て 、 例 え ば 、 下 記 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 超 音 波 診
断 装 置 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 下 記 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 の 送 受 波 を 繰 り 返 し 所 定
の 周 波 数 で 行 な う 超 音 波 探 触 子 と 、 こ の 所 定 の 送 受 波 の 繰 り 返 し 周 波 数 を 制 御 す る 制 御 手
段 と 、 得 ら れ た 受 波 信 号 か ら ド プ ラ シ フ ト 信 号 を 検 波 す る ド プ ラ 偏 移 検 波 手 段 と 、 当 該 検
波 後 の ド プ ラ シ フ ト 信 号 か ら 低 域 成 分 を 減 衰 さ せ る Ｍ Ｔ Ｉ （ Moving Target Indicator）
フ ィ ル タ 部 と 、 低 域 減 衰 後 の ド プ ラ シ フ ト 信 号 か ら 測 定 対 象 の 体 動 に か か わ る 位 相 シ フ ト
成 分 を 除 去 す る 手 段 と 、 前 記 受 波 信 号 か ら 得 ら れ た 超 音 波 像 に 反 射 体 の 移 動 画 像 を 表 示 す
る 手 段 と を 有 し 、 送 受 波 の 繰 り 返 し 周 波 数 の 制 御 と 、 体 動 除 去 の パ ラ メ ー タ の 設 定 と が 連
動 し て 行 わ れ る よ う 構 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て 、 低 速 の 血 流 に 係 る 表 示 能 力 を 改 善 さ
せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 下 記 の 特 許 文 献 ２ に は 、 移 動 角 度 を 検 出 す る 角 度 セ ン サ や 移 動 距 離 を 検 出 す る 距
離 セ ン サ を 内 蔵 す る 超 音 波 探 触 子 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 超 音 波 探 触 子 は 、 手 動 操 作 に よ
り 被 検 体 表 面 に 沿 っ て 移 動 し た 場 合 の 移 動 角 度 や 移 動 距 離 を 検 出 す る こ と が 可 能 で あ り 、
こ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 超 音 波 の 送 受 信 位 置 や 方 向 の デ ー タ が 得 ら れ 、 こ れ ら の デ ー タ に
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基 づ く 画 像 表 示 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ９ ７ ５ １ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ ４ ５ 、 図 １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － ２ ３ ３ ３ ２ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ １ ５ ～ ０ ０ ２ ５ 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 体 動 の 影 響 を 除 去 す る
こ と は 可 能 で あ る が 、 超 音 波 探 触 子 自 体 の 振 動 に よ っ て 誤 検 出 さ れ た ド プ ラ シ フ ト 信 号 を
除 去 す る こ と は 不 可 能 で あ り 、 低 速 の 血 流 に 係 る 血 流 情 報 の 測 定 を 正 確 に 行 う こ と が で き
な い と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 超 音 波 探 触 子 は 、 オ ペ レ ー タ
の 超 音 波 探 触 子 の 操 作 に 伴 う 移 動 角 度 や 移 動 距 離 は 検 出 可 能 で あ る が 、 超 音 波 探 触 子 の 振
動 を 検 出 す る こ と は 不 可 能 で あ り 、 低 速 の 血 流 に 係 る 血 流 情 報 の 測 定 を 正 確 に 行 う こ と が
で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み 、 超 音 波 の 送 受 波 に お け る ド プ ラ 効 果 を 利 用 し て 生 体 内 の 状
態 を 画 像 表 示 す る 際 、 超 音 波 探 触 子 の 振 動 の 影 響 を 除 去 で き る よ う に し 、 特 に 、 超 音 波 探
触 子 の 振 動 の 影 響 を 大 き く 受 け る 低 速 の 血 流 に 係 る 血 流 情 報 の 測 定 を 正 確 に 行 う こ と を 可
能 と す る 超 音 波 探 触 子 及 び 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 供 給 さ れ る 電 気 信 号 に 応 じ て 超 音
波 の 送 波 を 行 う と と も に 、 受 波 し た 超 音 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る 音 響 素 子 と 、
　 前 記 音 響 素 子 を 相 対 的 に 固 定 し て 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 音 響 素 子 と 共 に 振 動 す る 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 振 動 を 検 出 す る 振 動 検 出 手 段 と を 有 し て
い る 。
　 上 記 構 成 に よ り 、 超 音 波 に よ っ て 生 体 内 の 状 態 を 観 察 ・ 診 断 す る 際 に 、 音 響 素 子 の 振 動
に 起 因 し て 発 生 す る 超 音 波 探 触 子 の 振 動 を 直 接 測 定 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 供 給 さ れ る 電 気 信 号 に 応
じ て 超 音 波 の 送 波 を 行 う と と も に 、 受 波 し た 超 音 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る 音 響 素
子 と 、 前 記 音 響 素 子 を 相 対 的 に 固 定 し て 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 音 響 素 子 と 共 に 振 動
す る 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 振 動 を 検 出 す る 振 動 検 出 手 段 と を 有 す る 超 音 波 探 触 子 と の 間 で 、 前
記 電 気 信 号 の 送 受 信 を 行 う 送 受 信 手 段 と 、
　 前 記 振 動 検 出 手 段 に よ る 前 記 振 動 の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 超 音 波 に 係 る 受 波 信 号 を
補 正 す る 振 動 フ ィ ル タ 手 段 と 、
　 前 記 振 動 フ ィ ル タ 手 段 に よ る 処 理 後 の 受 波 信 号 か ら ド プ ラ シ フ ト 信 号 を 検 出 す る ド プ ラ
シ フ ト 信 号 検 出 手 段 と 、
　 前 記 ド プ ラ シ フ ト 信 号 を 超 音 波 ド プ ラ 画 像 と し て 表 示 す る た め の 画 像 信 号 を 生 成 す る 画
像 信 号 処 理 手 段 と を 有 し て い る 。
　 上 記 構 成 に よ り 、 超 音 波 の 受 信 信 号 （ 受 波 信 号 ） か ら 、 音 響 素 子 の 振 動 に 起 因 し て 発 生
す る 超 音 波 探 触 子 の 振 動 の 影 響 を 除 去 す る こ と が 可 能 と な り 、 特 に 、 当 該 振 動 の 影 響 を 受
け る 低 速 の 血 流 に 係 る 血 流 情 報 の 測 定 を 正 確 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 前 記 振 動 フ ィ ル タ 手 段 が 、 前 記
振 動 検 出 手 段 か ら 検 出 さ れ た 前 記 超 音 波 探 触 子 の 振 動 信 号 を 積 分 し て 前 記 超 音 波 探 触 子 の
移 動 量 を 検 出 す る 積 分 器 と 、 前 記 積 分 器 に よ っ て 検 出 さ れ た 前 記 超 音 波 探 触 子 の 移 動 量 に
基 づ い て 、 前 記 超 音 波 に 係 る 受 波 信 号 を 補 正 す る 補 正 器 と に よ り 構 成 さ れ て い る こ と が 好
適 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-204808 A 2005.8.4



　 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 探 触 子 及 び 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る も の で あ り 、 超 音 波
に よ っ て 生 体 内 の 状 態 を 観 察 ・ 診 断 す る 際 に 、 音 響 素 子 の 振 動 に 起 因 し て 発 生 す る 超 音 波
探 触 子 の 振 動 を 直 接 測 定 し 、 超 音 波 の 受 信 信 号 か ら 、 超 音 波 探 触 子 で 測 定 さ れ た 振 動 の 影
響 を 除 去 す る こ と が 可 能 で あ り 、 特 に 、 当 該 振 動 の 影 響 を 受 け る 低 速 の 血 流 に 係 る 血 流 情
報 の 測 定 を 正 確 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の
形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 内 部 構 造 を 示 す 模 式 的 な 断 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す 超 音 波 探
触 子 （ 超 音 波 プ ロ ー ブ ） １ は 、 超 音 波 の 送 受 信 を 行 な う 音 響 素 子 （ 超 音 波 振 動 子 ） ２ と 、
音 響 素 子 ２ を 保 持 す る ハ ウ ジ ン グ ３ と 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 振 動 を 検 出 す る 振 動 検 出 部 ４ と 、
ケ ー ブ ル ５ と 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ （ 図 ２ を 参 照 ） と 接 続 す る コ ネ ク タ 部 ６ と に よ っ て 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 音 響 素 子 ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 固 定 的 に 保 持 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 図 １ に 示 す 構 成
に よ り 、 振 動 検 出 部 ４ が ハ ウ ジ ン グ ３ の 振 動 を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ に 固
定 的 に 保 持 さ れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 振 動 の 原 因 と な る 音 響 素 子 ２ の 振 動 を 検 出 す る こ
と が 可 能 と な る 。 な お 、 振 動 検 出 部 ４ は 、 音 響 素 子 ２ の 振 動 を 原 因 と し た ハ ウ ジ ン グ ３ の
振 動 を 検 出 す る 以 外 に 、 音 響 素 子 ２ 以 外 の 何 ら か の 振 動 の 影 響 に よ る ハ ウ ジ ン グ ３ の 振 動
を 検 出 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 振 動 検 出 部 ４ に よ っ て 検 出 さ れ た ハ ウ ジ ン グ ３ の 振 動 の 検 出 信 号 、 及 び 、 音 響 素 子 ２ か
ら の 電 気 信 号 は 、 ケ ー ブ ル ５ 及 び コ ネ ク タ 部 ６ を 介 し て 、 図 ２ に 示 す 超 音 波 診 断 装 置 １ ０
に 供 給 さ れ る 。 ま た 、 音 響 素 子 ２ へ の 電 気 信 号 も 、 コ ネ ク タ 部 ６ 及 び ケ ー ブ ル ５ を 介 し て
、 図 ２ に 示 す 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ か ら 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 図 ２ を 参 照 し な が ら 、 超 音 波 探 触 子 １ と 接 続 す る 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 説 明 す
る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 と 接 続 す る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ
ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ は 、 超 音 波 送 受 信 部 １ ０ １ と 、 Ｂ モ ー ド 処
理 部 １ ０ ２ と 、 振 動 フ ィ ル タ 部 １ ０ ４ と 、 ド プ ラ シ フ ト 検 波 部 １ ０ ３ と 、 Ｍ Ｔ Ｉ フ ィ ル タ
部 １ ０ ５ と 、 速 度 演 算 部 １ ０ ６ と 、 Ｄ Ｓ Ｃ （ Digital Scan Converter） 部 １ ０ ７ と 、 制 御
部 １ ０ ８ と 、 モ ニ タ 部 １ ０ ９ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ は 、
ケ ー ブ ル ５ 及 び コ ネ ク タ 部 ６ を 介 し て 、 音 響 素 子 ２ 及 び 振 動 検 出 部 ４ を 有 す る 超 音 波 探 触
子 １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 超 音 波 送 受 信 部 １ ０ １ は 、 超 音 波 探 触 子 １ の 音 響 素 子 ２ と の 間 で 、 超 音 波 探 触 子 １ に お
い て 送 受 信 さ れ る 超 音 波 信 号 の た め の 電 気 信 号 の や り 取 り を 行 う 一 方 、 超 音 波 の 受 波 に 係
る 電 気 信 号 （ 以 下 、 受 信 信 号 と 呼 ぶ ） が 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ０ ２ 及 び 振 動 フ ィ ル タ 部 １ ０
４ の そ れ ぞ れ に 供 給 さ れ る 。 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ０ ２ で は 、 断 層 像 （ Ｂ モ ー ド 画 像 ） が 生 成
さ れ て 、 Ｄ Ｓ Ｃ 部 １ ０ ７ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 振 動 フ ィ ル タ 部 １ ０ ４ は 、 超 音 波 探 触 子 １ の 振 動 検 出 部 ４ に よ る 振 動 の 検 出 結 果
に 係 る 信 号 も 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 振 動 フ ィ ル タ 部 １ ０ ４ は 、 超 音 波 探 触 子 １ の 振 動 検 出
部 ４ に よ る 振 動 の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 受 信 信 号 か ら 、 振 動 検 出 部 ４ で 検 出 さ れ た 振 動 （
す な わ ち 、 音 響 素 子 ２ に よ る 振 動 ） の 当 該 受 信 信 号 を 補 正 し 、 補 正 後 の 受 信 信 号 を ド プ ラ
シ フ ト 検 波 部 １ ０ ３ に 供 給 す る 。 な お 、 振 動 フ ィ ル タ 部 １ ０ ４ は 、 例 え ば 、 振 動 検 出 部 ４
に よ っ て 検 出 さ れ た 超 音 波 探 触 子 １ の 振 動 信 号 を 積 分 し て 超 音 波 探 触 子 の 移 動 量 を 検 出 す
る 積 分 器 と 、 こ の 積 分 器 に よ っ て 検 出 さ れ た 超 音 波 探 触 子 １ の 移 動 量 に 基 づ い て 、 受 信 信
号 を 補 正 す る 補 正 器 と に よ り 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ し て 、 ド プ ラ シ フ ト 検 波 部 １
０ ３ は 、 振 動 フ ィ ル タ 部 １ ０ ４ で 補 正 さ れ た 受 信 信 号 か ら ド プ ラ シ フ ト 信 号 を 検 出 し て 、
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こ の ド プ ラ シ フ ト 信 号 を Ｍ Ｔ Ｉ フ ィ ル タ 部 １ ０ ５ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｍ Ｔ Ｉ フ ィ ル タ 部 １ ０ ５ で は 、 音 響 素 子 ２ に よ る 振 動 成 分 が 除 去 さ れ た ド プ ラ シ フ ト 信
号 の 低 域 成 分 の 減 衰 処 理 が 行 わ れ て 、 体 動 成 分 が 除 去 さ れ る 。 そ し て 、 速 度 演 算 部 １ ０ ６
に お い て 、 Ｍ Ｔ Ｉ フ ィ ル タ 部 １ ０ ５ で 体 動 成 分 が 除 去 さ れ た ド プ ラ シ フ ト 信 号 が 速 度 信 号
に 変 換 さ れ て 、 Ｄ Ｓ Ｃ 部 １ ０ ７ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｄ Ｓ Ｃ 部 １ ０ ７ で は 、 例 え ば 、 制 御 部 １ ０ ８ に よ る 超 音 波 送 受 信 部 １ ０ １ と の 同 期 付 け
な ど が 行 わ れ て 、 Ｂ モ ー ド 処 理 部 １ ０ ２ か ら 受 け た Ｂ モ ー ド 画 像 に 、 音 響 素 子 ２ の 影 響 に
よ る 振 動 成 分 と 、 体 動 成 分 と を 除 去 し た ド プ ラ シ フ ト 信 号 が 変 換 さ れ た 速 度 信 号 を カ ラ ー
表 示 の 画 像 信 号 と し て 重 ね 合 わ せ 、 モ ニ タ 部 １ ０ ９ に お い て 表 示 可 能 と な る よ う 画 像 信 号
の 出 力 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の 構 成 及 び 動 作 に よ り 、 振 動 検 出 部 ４ に よ っ て 音 響 素 子 ２ の 影 響 に よ る 振 動 が 検 出
さ れ 、 そ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 ド プ ラ シ フ ト 信 号 か ら 音 響 素 子 ２ の 影 響 に よ る 振 動 成 分
を 除 去 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 図 ３ に 示 す ド プ ラ シ フ ト 検 波 部 １ ０ ３ で 検 波 さ れ る 受 信 信 号 の 波 形 図 と 、 図 ４ に
示 す 振 動 検 出 部 ４ で 検 出 さ れ る 振 動 波 形 図 、 及 び 、 図 ５ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ の 移 動 量 と
を 参 照 し な が ら 、 図 ２ に 示 す 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 本 発
明 の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 内 の ド プ ラ シ フ ト 検 波 部 で 検 波 さ れ る 受 信 信 号 と
、 従 来 の 技 術 に よ っ て 検 波 さ れ る 受 信 信 号 と を 比 較 す る た め の 模 式 的 な 波 形 図 で あ る 。 な
お 、 図 ３ に 示 す グ ラ フ の 水 平 軸 は 測 定 対 象 物 内 （ 例 え ば 、 生 体 内 ） の 深 さ を 示 し て お り 、
各 波 形 ２ １ ０ ～ ２ １ ４ に お い て 共 通 で あ る 。 一 方 、 図 ３ に 示 す グ ラ フ の 垂 直 軸 は 受 信 信 号
の 強 度 を 示 す も の で あ り 、 各 波 形 ２ １ ０ ～ ２ １ ４ の そ れ ぞ れ に お い て 独 立 し た 軸 が 設 定 さ
れ て い る 。 す な わ ち 、 各 波 形 ２ １ ０ ～ ２ １ ４ は 、 独 立 し た 基 準 強 度 を 有 し て い る 。 ま た 、
図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 内 の 振 動 検 出 部 で 検 出 さ れ る 振 動 の 波
形 図 で あ り 、 波 形 ３ ０ １ は 振 動 波 形 で あ る 。 な お 、 図 ４ に 示 す グ ラ フ の 縦 軸 は 強 度 で あ り
、 横 軸 は 時 間 で あ る 。 ま た 、 図 ５ は 、 前 記 振 動 波 形 を 積 分 し た グ ラ フ で あ り 、 波 形 ３ ０ ２
は 、 超 音 波 探 触 子 １ の 移 動 量 （ 超 音 波 探 触 子 移 動 量 ） を 表 し て い る 。 な お 、 図 ５ に 示 す グ
ラ フ の 縦 軸 は 移 動 量 で あ り 、 横 軸 は 時 間 で あ る 。 時 間 ３ ０ ３ で は 、 図 ３ に お け る 受 信 波 形
２ １ ２ が 取 得 さ れ て お り 、 時 間 ３ ０ ４ で は 、 受 信 波 形 ２ １ ４ が 取 得 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ に よ っ て 血 液 な ど の 流 れ を 検 出 す る 場 合 に は 、 同 一 箇 所 に 対 し て 複
数 回 の 超 音 波 の 送 受 信 が 行 わ れ る 。 超 音 波 探 触 子 １ か ら 得 ら れ た 超 音 波 信 号 は 、 上 述 の よ
う に 、 ド プ ラ シ フ ト 検 波 部 １ ０ ３ に 受 信 信 号 と し て 供 給 さ れ る 。 ド プ ラ シ フ ト 検 波 部 １ ０
３ で は 連 続 的 に 得 ら れ た 複 数 の 音 線 の 相 関 か ら ド プ ラ シ フ ト を 検 波 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 波 形 ２ １ ０ は 、 あ る 時 刻 に お け る 受 信 信 号 の 波 形 で あ り 、 最 初 の ピ ー ク （ 以 下 、 流 動 部
分 ピ ー ク と 呼 ぶ ） ２ ０ １ は 流 れ が 存 在 す る 部 分 、 次 の ピ ー ク （ 以 下 、 固 定 部 分 ピ ー ク と 呼
ぶ ） ２ ０ ２ は 固 定 部 分 に よ る も の で あ る 。 一 方 、 波 形 ２ １ １ は 、 波 形 ２ １ ０ の 時 刻 か ら 微
小 時 間 経 過 後 に 取 得 さ れ た 同 一 部 位 の 受 信 信 号 で あ り 、 波 形 ２ １ ２ は 、 さ ら に 波 形 ２ １ １
の 時 刻 か ら 微 小 時 間 経 過 後 に 取 得 さ れ た 同 一 部 位 の 受 信 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 波 形 ２ １ １ 、 ２ １ ２ か ら 分 か る よ う に 、 流 動 部 分 ピ ー ク ２ ０ １ は 時 間 の 経 過 と 共 に 移 動
し て お り 、 こ れ に よ っ て 、 流 れ が あ る こ と が 検 出 さ れ る 。 ま た 、 固 定 部 分 ピ ー ク ２ ０ ２ の
位 置 は 移 動 し て お ら ず 、 こ れ に よ っ て 、 固 定 部 分 ピ ー ク ２ ０ ２ は 、 同 一 時 間 の 経 過 に 依 存
し な い 固 定 部 分 に よ る ピ ー ク で あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 波 形 ２ １ ３ は 、 超 音 波 探 触 子 １ の ハ ウ ジ ン グ ３ に 何 ら か の 振 動 （ 例 え ば 、 音 響 素
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子 ２ の 影 響 に よ る 振 動 ） が 加 わ っ た と き に 、 従 来 の 技 術 を 用 い て 検 波 し た 場 合 の 受 信 信 号
の 波 形 で あ る 。 波 形 ２ １ ３ で は 、 本 来 は 波 形 ２ １ ０ ～ ２ １ ２ と 同 一 部 分 に お い て 検 出 さ れ
る べ き 固 定 部 分 ピ ー ク ２ ０ ２ が ず れ て 検 出 さ れ て し ま っ て い る 。 し た が っ て 、 流 動 部 分 ピ
ー ク ２ ０ １ の 位 置 も 、 正 確 な 位 置 で 検 出 さ れ て い る か 否 か は 疑 わ し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 波 形 ２ １ ４ は 、 超 音 波 探 触 子 １ の ハ ウ ジ ン グ ３ に 何 ら か の 振 動 （ 例 え ば 、 音 響 素
子 ２ の 影 響 に よ る 振 動 ） が 加 わ っ た と き に 、 図 ２ に 示 す 超 音 波 診 断 装 置 を 用 い て 補 正 を 行
っ た 後 の 受 信 信 号 の 波 形 で あ る 。 超 音 波 探 触 子 １ に 設 け ら れ た 振 動 検 出 部 ４ か ら の 信 号 に
基 づ き 、 振 動 フ ィ ル タ 部 １ ０ ４ に お い て 、 振 動 信 号 の 波 形 （ 振 動 波 形 ３ ０ １ ） を 積 分 し て
超 音 波 探 触 子 １ の 移 動 量 （ 超 音 波 探 触 子 移 動 量 の 波 形 ３ ０ ２ ） が 検 出 さ れ る 。 受 信 信 号 の
波 形 に 係 る 受 信 信 号 ２ １ ２ を 取 得 し た 時 間 ３ ０ ３ か ら 受 信 信 号 の 波 形 ２ １ ４ に 係 る 受 信 信
号 を 取 得 し た 時 間 ３ ０ ４ の 間 に 、 超 音 波 探 触 子 １ は 移 動 量 ３ ０ ５ を 移 動 し て い る た め 、 振
動 フ ィ ル タ 部 １ ０ ４ で は 、 受 信 波 形 を 深 さ 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 補 正 し た 受 信 信
号 の 波 形 ２ １ ４ を 得 る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 受 信 信 号 か ら 超 音 波 探 触 子 １ の 振 動 成
分 が 除 去 さ れ た 結 果 、 受 信 信 号 の 波 形 ２ １ ４ で は 移 動 し た 固 定 部 分 ピ ー ク ２ ０ ２ が 正 常 な
位 置 で 検 出 さ れ る と と も に 、 流 動 部 分 ピ ー ク ２ ０ １ も 同 様 に 、 正 常 な 位 置 で 検 出 さ れ て い
る と 推 測 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 振 動 検 出 部 ４ に よ っ て 超 音 波 探 触 子 １ の 振 動
を 検 出 し 、 そ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 振 動 フ ィ ル タ 部 １ ０ ４ に よ っ て 超 音 波 受 信 信 号 か ら
超 音 波 探 触 子 １ の 振 動 成 分 を 除 去 す る こ と に よ り 、 超 音 波 の 送 受 波 に お け る ド プ ラ 効 果 を
利 用 し て 生 体 内 の 状 態 を 画 像 表 示 す る 際 、 超 音 波 探 触 子 の 振 動 の 影 響 を 除 去 で き る よ う に
な り 、 特 に 、 超 音 波 探 触 子 の 振 動 の 影 響 を 大 き く 受 け る 低 速 の 血 流 に 係 る 血 流 情 報 の 測 定
を 正 確 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 及 び 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 の 送 受 信 に お け る ド プ ラ 効 果
を 利 用 し て 生 体 内 の 状 態 を 画 像 表 示 す る 際 、 超 音 波 探 触 子 の 振 動 の 影 響 を 除 去 で き る よ う
に し 、 特 に 、 超 音 波 探 触 子 の 振 動 の 影 響 を 大 き く 受 け る 低 速 の 血 流 に 係 る 血 流 情 報 の 測 定
を 正 確 に 行 う こ と を 可 能 と す る 効 果 を 有 し 、 医 用 分 野 で 使 わ れ て い る 超 音 波 の 送 受 信 に お
け る ド プ ラ 効 果 を 利 用 し て 、 生 体 内 の 状 態 を 観 察 ・ 診 断 す る た め の 超 音 波 探 触 子 及 び 超 音
波 診 断 装 置 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 内 部 構 造 を 示 す 模 式 的 な 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 内 の ド プ ラ シ フ ト 検 波 部 で 検 波 さ れ
る 受 信 信 号 と 、 従 来 の 技 術 に よ っ て 検 波 さ れ る 受 信 信 号 と を 比 較 す る た め の 模 式 的 な 波 形
図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 振 動 検 出 部 で 検 出 さ れ る 振 動 波 形 の 模 式 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 振 動 波 形 を 積 分 し て 得 ら れ る 超 音 波 探 触 子 移 動 量 の
波 形 の 模 式 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ 　 超 音 波 探 触 子 （ 超 音 波 プ ロ ー ブ ）
　 ２ 　 音 響 素 子 （ 超 音 波 振 動 子 ）
　 ３ 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ４ 　 振 動 検 出 部
　 ５ 　 ケ ー ブ ル
　 ６ 　 コ ネ ク タ 部
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　 １ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置
　 １ ０ １ 　 超 音 波 送 受 信 部
　 １ ０ ２ 　 Ｂ モ ー ド 処 理 部
　 １ ０ ３ 　 ド プ ラ シ フ ト 検 波 部
　 １ ０ ４ 　 振 動 フ ィ ル タ 部
　 １ ０ ５ 　 Ｍ Ｔ Ｉ フ ィ ル タ 部
　 １ ０ ６ 　 速 度 演 算 部
　 １ ０ ７ 　 Ｄ Ｓ Ｃ 部
　 １ ０ ８ 　 制 御 部
　 １ ０ ９ 　 モ ニ タ 部
　 ２ ０ １ 　 流 動 部 分 ピ ー ク
　 ２ ０ ２ 　 固 定 部 分 ピ ー ク
　 ２ １ ０ 、 ２ １ １ 、 ２ １ ２ 、 ２ １ ３ 、 ２ １ ４ 　 受 信 信 号 の 波 形
　 ３ ０ １ 　 振 動 波 形
　 ３ ０ ２ 　 超 音 波 探 触 子 移 動 量 の 波 形
　 ３ ０ ３ 　 波 形 ２ １ ２ を 取 得 し た 時 間
　 ３ ０ ４ 　 波 形 ２ １ ４ を 取 得 し た 時 間
　 ３ ０ ５ 　 時 間 ３ ０ ３ ～ 時 間 ３ ０ ４ の 間 に 超 音 波 探 触 子 が 移 動 し た 移 動 量
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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